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町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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02 令和８年度

津南町二十歳のつどい
●記事の訂正について

　4 月 20 号に掲載いたしました９ページ「津南町職員（資格免許職）募集」の「2、受験資格」で「（1）作業療法士または言語聴覚士」と

掲載しましたが、正しくは「（1）理学療法士または作業療法士」です。訂正してお詫び申し上げます。
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本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
来
賓
の
皆
様
、地
域
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
う
し
て
二
十
歳
と

い
う
人
生
の
節
目
を
、生
ま
れ
育
っ
た
こ
こ
津
南
町
で

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。振
り
返

れ
ば
、今
日
ま
で
の
二
十
年
間
は
決
し
て
一
人
で
歩
ん

で
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ん
な
時
も
支
え
て

く
れ
た
家
族
、共
に
過
ご
し
て
き
た
友
人
、温
か
く
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
存
在

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
の
私
た
ち
が
あ
り
ま
す
。こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、東
京
農
業
大
学
で
農
業
経
済
を
学
ん
で

お
り
ま
す
。大
学
で
地
域
や
産
業
の
成
り
立
ち
に
つ
い
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て
学
ぶ
中
で
、改
め
て
実
感
し
た
こ
と
は
、ふ
る
さ
と
津

南
町
が
持
つ
大
き
な
価
値
で
す
。幼
い
頃
は
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
た
こ
の
町
の
風
景
も
、実
際
に
は
人
々

が
長
い
年
月
を
か
け
て
築
い
て
き
た
知
恵
と
営
み
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、豪
雪
地
帯
と
い
う
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
で
行

わ
れ
て
き
た
農
業
は
、先
人
た
ち
の
工
夫
と
努
力
の
結

晶
で
す
。農
業
経
済
を
学
ぶ
今
、こ
れ
ら
の
営
み
は
単

な
る
伝
統
で
は
な
く
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可

能
な
仕
組
み
で
あ
り
、農
村
景
観
そ
の
も
の
が
地
域
の

価
値
を
示
す
重
要
な
資
産
で
あ
る
こ
と
を
強
く
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

二
十
歳
を
迎
え
た
私
た
ち
は
、今
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
い
ま
す
。社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、こ
れ

か
ら
先
、私
た
ち
も
様
々
な
課
題
や
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
、こ
こ
津
南
町
で
育
ち
、多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
共
通
の
原
点
が
あ
り

ま
す
。そ
の
経
験
は
何
よ
り
の
財
産
で
あ
り
、こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
力
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
貢
献
で
き
る
よ
う
、よ
り
一
層
精
進
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
、二
十
歳
を
迎
え
た
者
を
代
表
し
て
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本
日
は
二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
私
た
ち
に

こ
の
よ
う
な
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。二
十
歳
と
い
う
大
き
な

節
目
を
こ
こ
津
南
町
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

家
族
の
支
え
、地
域
の
皆
様
、友
人
、先
生
方
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
実
感
し
て
お
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 　

私
は
今
家
業
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
東
京

で
修
行
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。慣
れ
な
い
環
境
の

中
で
自
分
の
未
熟
さ
や
力
不
足
を
痛
感
す
る
日
々
で

す
が
そ
の
一
つ
一
つ
の
経
験
が
、自
分
を
鍛
え
、成
長
さ

せ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 　

将
来
は
家
業
を
継
ぎ
、ま
た
津
南
町
の
伝
統
や
想
い

を
次
の
世
代
へ
と
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

守
る
べ
き
も
の
の
重
さ
を
知
る
ほ
ど
に
そ
の
責
任
の
大

き
さ
も
実
感
し
ま
す
。し
か
し
、そ
の
道
を
歩
め
る
こ

と
を
誇
り
に
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

二
十
歳
と
な
っ
た
今
、私
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、自
ら
の
選
択
に
責
任
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
こ

こ
に
誓
い
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、謙
虚
に
学
び
、挑
戦
を

恐
れ
ず
、家
業
の
発
展
と
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
育

て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

   

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、ど
う
か
今
後
と
も
温
か
い

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。育

て
て
く
れ
た
津
南
町
に
感
謝
し
恩
返
し
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
、二
十
歳
を
迎
え
た
者
を
代
表

し
て
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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二は

た

ち

十
歳
の
顔

個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しします。式典参加者には、連絡ハガキを
送りますのでそのハガキを持参し文化センターにおいでください。
■お問い合わせ　　津南町教育委員会　生涯学習班　℡ 025-765-3134

令
和
八
年
度
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  令和９年４月採用津南町職員募集

令和９年４月に採用する津南町職員（一般事務・土木技師・
介護支援専門員・保育士）を次のとおり募集します。

 ◎ 欠格条項
次のいずれかに該当する者は受験できません。
・日本の国籍を有しない者
・拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで、または執行を受けることがなくなるまでの者
・津南町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

る政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

１　試験区分、受験資格、採用予定人員

２　試験日及び試験会場

試 験 区 分 受 験 資 格 採用予定人員

一般事務
平成３年４月２日以降に生まれ、学校教育法による大学（短期大学を除く。）

を卒業または令和９年３月 31 日までに卒業見込みの者
若干名

一般事務
（社会人経験者対象）

昭和 51 年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者で、民間企
業などにおける職務経験の期間が令和８年６月末現在で５年以上ある者

若干名

土木技師
平成３年４月２日以降に生まれ、専門学校等の土木の専門課程を修了し
た者または令和９年３月 31 日までに修了見込みの者

若干名

土木技師
（社会人経験者対象）

昭和 46 年４月２日から平成 11 年４月１日までに生まれた者で、民間企
業などにおける土木の専門職務経験の期間が令和８年６月末現在で５年
以上ある者

若干名

介護支援専門員
（社会人経験者対象）

昭和 56 年４月２日から平成 11 年４月１日までに生まれた者で、介護支
援専門員の資格を有し、民間企業などにおける介護福祉の業務経験の期
間が令和８年６月末現在で５年以上ある者

１　名

保　育　士
平成８年４月２日以降に生まれ、保育士の資格を有する者または令和９
年３月 31 日までに同資格取得見込みの者

若干名

区 分 対 象 者 試 験 日 試 験 会 場

第１次試験

社会人経験者対象以外
・一般事務　　・土木技師
・保育士

令和８年
７月 12 日㈰

・新潟会場
　新潟県自治会館（新潟市中央区新光町 4-1）

・東京会場
　全国町村会館（千代田区永田町 1-11-35）

社会人経験者対象
・一般事務　　・土木技師
・介護支援専門員

令和８年
７月 12 日㈰

津南町役場
（新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊 585 番地）

第２次試験 第１次試験合格者
令和８年

８月下旬予定  
試験の日時や場所等は、決定次第、
第１次試験合格者に通知します。

津南町の「未来」を創る仕事、
その一員になりませんか？
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教育委員会　子育て教育班　髙橋 英生さん（入庁２年目）

３　試験の方法
　（1）社会人経験者対象以外の一般事務、土木技師、保育士

４　合格発表
　（1）第１次試験……８月上旬（予定）に決定し、第１次試験の受験者全員に結果を通知します。
　（2）第２次試験……９月中旬（予定）に決定し、第２次試験の受験者全員に結果を通知します。
５　受験手続
　（1）申込書の請求先　津南町役場　総務課総務班　〒 949-8292 新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊 585 番地

　　　※ 津南町のホームページで様式をダウンロードできます。　※ 郵送で請求する場合、切手を貼った返信封筒を同封ください。

　（2）申込方法　受験申込書に所要事項を記入し、写真（縦４cm、横３cm）１枚を貼り、他に２枚を添付して、
　　　　　　　　郵送または持参にて提出してください。
　（3）申込場所　津南町役場　総務課
　（4）申込期間　令和８年５月 20 日㈬から令和８年６月８日㈪まで
　　　　　　　　（注）１ 郵送の場合は、６月８日必着分まで受け付けます。
　　　　　　　　　　  ２ 持参の場合は、土日祝日を除く午前８時 30 分から午後５時 15 分まで受け付けます。
６　お問い合わせ先
　　不明な点は、津南町役場総務課総務班までお問い合わせください。　℡ 025-765-3112（内線 222）

　私は現在、教育委員会の子育て教育班でスクールバスや通学路
関係、学校給食などの業務を担当しています。日々の業務に責任
を持ち、一つひとつ丁寧に取り組むことを心がけています。
　津南町は、若手からベテランまで幅広い年代の職員がおり、誰
にでも活躍の機会があることが魅力です。また、日々の業務を通じて、今まで知
らなかった津南の魅力に触れられることも、この仕事ならではのやりがいだと感
じています。
　津南の未来のために、ぜひ一緒に働きましょう！

　（2）社会人経験者対象の一般事務、土木技師、介護支援専門員

区 分 試 験 種 別 内　　容

第１次試験

職務能力試験（4 肢択一式）
論理的に思考する力、文章を正確に理解する力、統計等の資料を分析す
る力、国内外の社会情勢への理解等を確認するための基礎的な出題
※基礎的な内容が出題されますので、特別な対策や勉強は不要です。

職務適応性検査
公的部門の職員としての職務への適応性を、ポイントを絞って性格傾
向の面からみる

専
門
試
験
（
５
肢
択
一
式
）

一般事務
憲法、行政法、民法、経済学、財政学、社会政策、政治学、行政学、
国際関係

土木技師
数学・物理・情報、土木構造設計（構造力学、構造設計）、土木基盤力学（水

理学、土質力学）、測量、社会基盤工学、土木施工

保育士
社会福祉、子ども家庭福祉（社会的養護を含む。）、保育の心理学、保育原理、
保育内容、子どもの保健
※障害児保育は、上記のいずれかの分野で出題することがあります。

第２次試験 面接試験

区 分 試 験 種 別 内　　容

第１次試験 小論文試験 テーマに基づく記述式による小論文試験

第２次試験 面接試験

職員の声
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 津南学術文化・スポーツ奨励賞受賞式
— ４月22日　役場大会議室 —

　令和７年度に学術文化やスポーツの分野で優秀な成
績を収めた個人や団体が表彰されました。
　学術文化部門で個人１名・１団体、スポーツ部門で個
人 21 名・１団体と多くのかたが全国大会や世界大会の
舞台で活躍しました。

↑今年も多くのかたが受賞しました

↑津南中等教育学校 山田笑
に

顔
こ

さんによる受賞者代表の言葉

スポーツ部門　奨励賞
第 80 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 成年 C 大回転出場 大

おお

口
くち

慎
しん

太
た

郎
ろう

SOMECITY2025-2026 THE FINAL 他  ベスト４ 風
かざ

巻
まき

　竜
りゅう

英
えい

2025 全日本学生個人陸上選手権 他  女子 10000 ｍＷ ３位 山
やま

岸
ぎし

　芽
め

生
い

第 50 回全日本大学ローイング選手権大会  出場 中
なか

澤
ざわ

　仁
ひと

成
なり

第 75 回全国高等学校スキー大会 他 女子 5km フリー１位 久
く

保
ぼ

田
た

美
み

有
ゆ

第 29 回全国高等学校女子硬式野球選手権大会  出場 桑
くわ

原
はら

　悠
ゆう

妃
き

第 64 回北信越高校陸上競技対校選手権大会  女子 5000 ｍＷ６位 山
やま

岸
ぎし

明
あ

日
す

香
か

第 78 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 他  出場 樋
ひ

口
ぐち

　天
てん

真
しん

ウインターカップ 2025　出場 八
や

重
え

沢
ざわ

　仁
じん

第 27 回全国水産海洋高校カッターレース大会  出場 小
こ

島
じま

　　啓
けい

オールジャパンベースボール中等部全国大会 2025  出場 太
おお

田
た

　悠
はる

生
き

オールジャパンベースボール中等部全国大会 2025  出場 戸
と

祭
まつり

　蒼
そ

來
ら

令和７年度全国中学校体育大会  第 63 回全国中学校
スキー大会  他  男子 5km フリー他出場 滝

たき

沢
ざわ

　俊
しゅん

太
た

第 48 回全国 JOC ジュニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会 他　自由形 50 ｍ他出場 中

なか

澤
ざわ

　杏
あん

俐
り

JOC ジュニアオリンピックカップ 2026
全日本ジュニアスキー選手権大会  大回転他出場 大

おお

口
くち

　知
ち

紗
さ

ミズノベースボールドリームカップ
ジュニアトーナメント 2025 全国大会 １st ステージ出場 桑

くわ

原
はら

　健
けん

伸
しん

日清食品カップ第 41 回全日本小学生陸上競技交流大会  出場 山
やま

田
だ

　寛
ひろ

人
と

JOC ジュニアオリンピックカップ 2026
全日本ジュニアスキー選手権大会  大回転他出場 草

くさ

津
つ

　安
あん

吾
ご

JOC ジュニアオリンピックカップ 2026
全日本ジュニアスキー選手権大会  大回転他出場 篠

しの

原
はら

　蒼
そう

太
た

ミズノベースボールドリームカップ  ジュニアトーナメント
2025 全国大会  １st ステージ出場 桑

くわ

原
はら

　岳
がく

叶
と

第 25 回少年少女空手道選手権大会  出場 中
なか

山
やま

　綾
あや

菜
な

ねんりんピック岐阜 2025  出場 津南町ゲート
ボール連盟

学術文化部門　奨励賞
第14回日中韓高校生フォトコンテスト 「見限る牛」入選 藤

ふじ

木
き

蒼
そう

太
た

朗
ろう

全国高校生マイプロジェクトアワード2025
「伝統をほどいて日常に。」全国 summit 優秀賞

津南中等教育学校
「５代目雪輪」

学術文化部門　特別賞
クエストカップ2026全国大会

「旅プロ」　優秀賞
津南中等教育学校
「ツナムラ」

クエストカップ2026全国大会
「Walking Go」　優秀賞

津南中等教育学校

「共
きょう

鳴
めい

友
フレ

達
ンズ

」

スポーツ部門　特別賞
第79回国民スポーツ大会 他  ウエイトリフティング96kg級出場 風

かざ

巻
まき

　　光
ひかる

2026FIS ノルディック U23 世界選手権大会  他
男子 1.4 ｋｍスプリントフリー他  出場 滝

たき

沢
ざわ

　育
いく

矢
や

第 99 回全日本学生スキー選手権大会  他
男子１部 10㎞クラシカル他出場 津

つ

端
ばた

　一
いっ

徹
てつ

第 11 回全日本大学女子硬式野球選手権高知大会  他
決勝トーナメント８位 村

むら

山
やま

　　晏
あん
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

　

津
南
町
で
は
、
家
庭
・
事
業
所
の
厨
房
等

か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
の
減
量
化
（
堆
肥
化

等
）
を
促
進
し
、
環
境
へ
の
負
担
の
軽
減
と

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、「
生
ご
み

処
理
機
・
堆
肥
化
容
器
」
の
購
入
費
補
助
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

・
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み
を
電
気
等
に
よ
り
、

消
滅
、
堆
肥
、
乾
燥
等
に
よ
っ
て
減
量
化
す
る

処
理
機
等
）
の
購
入

・
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
堆
肥
化
促
進
箱

等
）
の
購
入

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
お
よ
び
町
内

で
「
飲
食
店
、
生
鮮
食
料
品
の
販
売
等
」

を
行
う
事
業
所
。

■
補
助
率

・
生
ご
み
処
理
機

（
家
庭
用
）

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
身
体
機
能
や
認

知
機
能
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
で
き
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
認
知
症
だ
か

ら
で
は
な
く
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地
域
に

住
む
一
人
と
し
て
様
々
な
か
か
わ
り
を
持

ち
、
家
族
や
周
囲
が
抱
え
こ
む
こ
と
の
な
い

よ
う
理
解
を
深
め
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

　

さ
く
ら
会
は
、
認
知
症
の
か
た
を
支
え
る

家
族
（
ご
本
人
や
支
援
者
）
が
自
由
に
話
を
し
、

経
験
を
共
有
し
、
相
談
が
で
き
る
場
で
す
。

さ
く
ら
会
の
な
か
で
話
し
た
り
聞
い
た
り
し

た
こ
と
は
外
で
話
さ
な
い
、
う
わ
さ
話
に
し

な
い
こ
と
を
約
束
と
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
が
あ
る
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か

た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
場

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

１
階
研
修
室

■
日
時

・ 
第
１
回　

６
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

・ 

第
２
回　

９
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

・ 

第
３
回　

12
月
15
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

・ 

第
４
回　

３
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

■
内
容

 

【
第
１
回
】

も
の
わ
す
れ
の
こ
と
で
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
相
談
先
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
ま

生
ご
み
処
理
機
・

堆
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）

購
入
費
の
補
助
に
つ
い
て

令
和
８
年
度

さ
く
ら
会
開
催
予
定

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、
１

日
又
は
１
回
の
処
理
能
力
が
２
㎏
未
満
の

も
の
は
３
万
円
、
２
㎏
以
上
の
も
の
は

５
万
円
を
限
度
と
す
る
。

（
業
務
用
）

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、
１

日
又
は
１
回
の
処
理
能
力
が
３
㎏
以
上
の

も
の
で
10
万
円
を
限
度
と
す
る
。

・
堆
肥
化
容
器

（
本
体
購
入
費
１
万
円
未
満
）

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

３
千
円
を
限
度
と
す
る
。

（
本
体
購
入
費
１
万
円
以
上
）

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

１
万
５
千
円
を
限
度
と
す
る
。

■
申
請
方
法

①
役
場
（
税
務
町
民
課
）
に
電
話
等
で
連
絡
を

と
り
、
補
助
金
の
申
請
が
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
販
売
店
と
購
入
の
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
の
際
に
仕
様
が
わ
か
る
書
類
等
（
カ

タ
ロ
グ
等
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

し
ょ
う
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

【
第
２
回
】　

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

 「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

 （
協
力
：
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
）

 

【
第
３
回
】

認
知
症
の
か
た
の
行
動
へ
の
理
解
と
見
守

り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

【
第
４
回
】

も
の
わ
す
れ
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
こ

と
に
具
体
的
な
対
応
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
。 （

協
力
：
認
知
症
介
護
指
導
者
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 （
津
南
町
役
場　

福
祉
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５
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　前月までに100日運動カードを提出いた
だいたかたを、このコーナーでご紹介します

（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり 100日運動100日運動

	 3400日	城澤作義（小下里）
	 900日	南雲美佐（正面)
	 600日	桑原藤枝（秋成）、岡村智枝子（秋成）
	 300日	志賀祥子（船山）

主な運動：ウォーキング、ランニング、
		  ラジオ体操、水中運動、健骨体操 他

募
　
集

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
職
員
（
国
家
公
務

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

⑴
令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

高
卒
程
度
税
務
職
員
募
集

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と
認

め
る
者

■
受
付
期
間

　

令
和
８
年
６
月
12
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

　

６
月
24
日
㈬
【
受
信
有
効
】

■
申
込
方
法
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き
な
い
環
境

の
場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
所
管
す
る

国
税
局
も
し
く
は
沖
縄
国
税
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日

　

令
和
８
年
９
月
６
日
㈰

・
第
２
次
試
験
日

　

令
和
８
年
10
月
14
日
㈬
か
ら
10
月
23
日
㈮

ま
で
の
間
の
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日

国税庁
＜税務職員採用試験＞

人事院
＜採用情報 NAVI ＞

　

町
で
は
、
毎
年
９
月
に
行
う
敬
老
事
業

で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
で
、
お
祝
い
を

ご
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　
［
金
婚
（
結
婚
50
年
）］

　
　

昭
和
51
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

　
［
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）］

　
　

昭
和
41
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
申
込
方
法

　

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
頃
に
、
各
ご
家

庭
に
回
覧
さ
れ
る
「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
夫
婦
調
査
票
」
へ
必
要
事
項
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

婚
姻
日
は
自
己
申
告
制
の
た
め
、
お
申

込
み
が
な
い
と
、
お
祝
い
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ

　

山
地
災
害
に
対
し
て
地
域
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

例
年
、
５
月
20
日
㈬
か
ら
６
月
30
日
㈫
ま
で

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
で
実

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

施
し
て
い
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
時
や
そ
の
後
に
「
山
に
亀
裂
が

走
る
」、「
山
か
ら
石
が
落
ち
て
く
る
」、「
山

の
わ
き
水
が
止
ま
る
・
増
え
る
」、「
川
が
に

ご
る
・
川
の
水
位
が
さ
が
る
」、「
井
戸
水
が

に
ご
る
」
な
ど
、
普
段
と
違
う
現
象
が
起
き

る
こ
と
が
あ
り
、
山
地
災
害
が
発
生
す
る
前

の
危
険
信
号
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

危
険
を
感
じ
た
際
は
速
や
か
に
避
難
す
る

こ
と
を
心
が
け
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は

役
場
な
ど
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
県

公
式
ア
プ
リ
「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」
を
活
用

し
な
が
ら
ご
自
宅
等
の
周
辺
情
報
を
確
認

し
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

農
林
振
興
部　

　

森
林
施
設
課

　
　
　
　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
２
７
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
関
す
る

　

お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
　
　
　

℡
０
３
‐
３
５
８
１
‐
１
５
５
４

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日　

及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
）

○
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
　
　
　

℡
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

 （
内
線
２
０
９
７
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
及

び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
）
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イ
ベ
ン
ト

　

雪
解
け
と
と
も
に
緑
が
広

が
る
春
の
越
後
妻
有
。
あ
た

た
か
な
陽
気
の
中
、
の
ん
び

り
ア
ー
ト
散
策
や
地
元
の
味

を
楽
し
め
る
ほ
か
、
多
彩
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
企
画
展
も

充
実
。
自
然
と
文
化
に
ふ
れ

る
ひ
と
と
き
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
施
設
・
作
品
の
ほ

か
に
、
６
月
１
日
以
降
も
順
次
作
品
が
公
開

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
大
地
の
芸
術
祭
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

 「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

　
　
　
　

℡
０
２
５
‐
７
６
１
‐
７
７
６
７

　

冬
を
越
え
、

　
　

色
づ
く
越
後
妻
有
を
巡
る
。

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
２
０
２
６
年
の
越
後
妻
有
」

開
催
中
！

▼津南町の作品 ▼そのほか地域の作品（抜粋）

　

町
公
民
館
で
は
、「
家
庭
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町
内

在
住
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
家

庭
で
簡
単
に
作
れ
る
料
理
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
第
２
回
目
）

　

６
月
17
日
㈬　

午
後
７
時
～
９
時

■
講
師

　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内
容

　

そ
ば
い
な
り

■
参
加
費

　

７
０
０
円

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場
所

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
込

６
月
10
日
㈬
ま
で
に
町
公
民
館
（
℡
７
６
５

‐
３
１
３
４
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

７
月
以
降
の
予
定
も
、
決
定
し
た
ら
毎
月

　

広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
い
し
い
そ
ば
い
な
り
に
挑
戦
!!

家
庭
料
理
教
室
参
加
者
募
集

集落・施設名 作品名 公開期間
★10月以降閉館16：00

定休日

津　

南

上野公民館 時を越える旅

4/25㈯～ 11/8㈰
祝日を除く火水

上野 かささぎたちの家

穴山 国境を越えて・山

足滝 「記憶-記録」足滝の人々

マウンテンパーク津南 ドラゴン現代美術館 ほか 6/1㈪～ 11/8㈰

上郷クローブ座
上郷バンドー四季の歌 ほか

7/18㈯～ 8/31㈪ 祝日を除く火水

9/5㈯～ 11/8㈰★ 平日

上郷クローブ座レストラン 7/18㈯～ 8/31㈪ ※要予約 平日

香港ハウス 香港ハウス
7/18（土）～ 8/31（月） 祝日を除く火水

9/5（土）～ 11/8（日）★ 平日

アケヤマ
－秋山郷立大赤沢小学校－

フロギストン ほか 7/18（土）～ 11/8（日）★ 平日

かたくりの宿 妻有双六 かたくりの宿 【宿泊者限定】 －

施設名 公開期間
★10月以降閉館16：00

定休日

十
日
町

越後妻有里山現代美術館 MonET
4/25㈯～ 11/8㈰

祝日を除く火水明石の湯

絵本と木の実の美術館 4/25㈯～ 11/8㈰ ★

松
代

まつだい「農舞台」 4/25㈯～ 11/8㈰
祝日を除く火水

奴奈川キャンパス 4/25㈯～ 11/8㈰ ★

松
之
山

最後の教室
4/25㈯～ 11/8㈰

祝日を除く火水

「森の学校」キョロロ 火

川
西 光の館 4/25㈯～ 11/8㈰

なし
※臨時休館は光の館

公式HPを参照

中
里 清津峡渓谷トンネル 4/25㈯～ 11/8㈰

※事前要予約期間あり
なし

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 14日	 教育関係者懇談会（正副議長、総文委員長）
	 16日	 臨時全員協議会
	 21日	 議会だより発行
	 22日	 議会だんだんよくする懇談会
	 22日	 町建築協議会通常総会（議長）
	 24日	 町身体障害者互助会定例総会（議長）
〔５月〕
	 ３日	 町二十歳のつどい（正副議長、正副総文委員長）
	 ８日	 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔５月〕
	 21日	 県特別豪雪地帯市町村議会協議会総会（議長）
	 22日	 議会だんだんよくする懇談会
	 26日	 全国町村議会正副議長研修会（東京）
〔６月〕
	 ５日	 全員協議会
	 ９日	 県町村議会議長会
	 	 第１回臨時総会（議長）

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　　時：6月 22日㈪　午前 10時～午後３時
場　　所：大割野　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：月岡奈津子、吉野　徹　　テーマ：「未定」

議会コーナー
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●
日
本
酒
の
定
義
と
酒
米
の
役
割

　

米
、
麹
、
水
を
原
料
に
発
酵
さ
せ
、
こ
し

た
も
の
が
清
酒
で
す
。
日
本
酒
は
清
酒
の
一
種

で
、
国
産
米
を
使
用
し
、
国
内
で
醸
造
さ
れ

た
こ
と
が
条
件
で
す
。
酒
米
は
日
本
酒
を
醸

造
す
る
目
的
に
特
化
し
た
米
の
こ
と
で
、
正

式
に
は
「
酒
造
好
適
米
」

と
い
い
ま
す
。
酒
米
は
日
本

酒
の
香
り
や
味
を
決
定
づ

け
る
最
大
の
要
素
で
あ
り
、

蔵
元
か
ら
は
常
に
高
品
質

な
酒
米
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

め
、
割
れ
に
く
い
こ
と
も
条
件
で
す
。
米
に

含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
は
雑
味
の
元

に
な
る
の
で
こ
れ
ら
が
少
な
い
の
も
酒
米
の

特
徴
で
す
。
試
し
に
炊
い
て

食
べ
て
み
る
と
硬
く
て
甘
み

も
な
く
、
パ
サ
パ
サ
し
て
お

い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
の

知
識

豆

　

日
本
酒
の
醸
造
に
欠
か
せ
な
い
酒
米
（
さ

か
ま
い
）。
日
本
酒
を
お
い
し
く
造
る
た
め
に

改
良
さ
れ
て
き
た
酒
米
は
主
食
米
と
は
様
々

な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

●
主
食
米
と
の
主
な
違
い

　

酒
米
は
一
般
的
な
主
食
米
よ
り
粒
が
大
き

く
、
中
心
に
心
白
（
し
ん
ぱ
く
）
と
呼
ば
れ
る

白
く
濁
っ
た
部
分
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

心
白
は
デ
ン
プ
ン
の
詰
ま
り
が
弱
い
た
め
に

麹
が
入
り
込
み
や
す
く
、
旨
味
や
香
り
の
高

い
酒
造
り
に
必
要
で
す
。
ま
た
、
醸
造
過
程

で
米
の
表
面
が
削
ら
れ
て
熱
が
発
生
す
る
た

●
酒
米
の
歴
史
と
品
種
改
良
の
背
景

　

麹
を
使
う
酒
造
り
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良

時
代
に
は
す
で
に
記
録
が
あ
り
ま
す
。
技
術

が
発
展
し
た
江
戸
時
代
に
は
従
来
の
濁
り
酒

か
ら
清
酒
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
酒
造

り
に
適
し
た
米
の
産
地
も
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
播
磨
地
方
の
米
の
評

価
は
高
く
、
今
な
お
盛
ん
な
兵
庫
県
の
酒
米

生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
発
祥

の
山
田
錦
は
酒
米
生
産
量
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
約

２
割
を
占
め
る
の
が
新
潟
県
発

祥
の
五
百
万
石
で
す
。

●
酒
米
が
高
騰
・
不
足
し
て
い
る
原
因

　

病
気
に
な
り
や
す
く
倒
れ
や
す
い
な
ど
栽

培
が
難
し
い
酒
米
。
日
本
酒
の
国
内
需
要
が

減
少
す
る
一
方
で
、
主
食
米
の
高
騰
で
酒
米

か
ら
主
食
米
に
転
換
す
る
農
家
も
増
え
て
酒

米
が
不
足
し
、
小
さ
な
蔵
元
を
中
心
に
廃
業

の
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
日
本
の
伝
統

的
な
酒
造
り
。
原
料
と
な
る
酒
米
生
産
の
動

向
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

酒
米
の
秘
密
に
迫
る

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

日
本
は
、
皆
年
金
制
度
の
国
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た
は
20

歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
し
て
い
る
か
た
を
除
い
て
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
か
ら
送
付

さ
れ
る
チ
ラ
シ
や

下
記
年
金
機
構
特

設
案
内
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融
機

関
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

さ
ら
に
、「
早
割
」
や
「
前
納
」
で
納

め
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
口
座

振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
、
継
続
的

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
立
替

　
毎
年
６
月
に
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
か
た
に
、
１
年
分
の
「
年
金
支
払

額
」
等
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
す
る
ハ

ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
金
振
込
通
知
書
と
年
金

額
改
定
通
知
書
が
一
体
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
②
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

　
税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、「
前

納
」
で
納
め
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ

ま
す
。

・
電
子
納
付

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
等
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
②
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

～～
2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知

６
月
に
は「
年
金
振
込
通
知

書
・
年
金
額
改
定
通
知
書
」

書
・
年
金
額
改
定
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

が
送
付
さ
れ
ま
す

便
利
で
お
得
な
納
付
方
法
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



いきいき
大好き
津南町

16令和８年５月号令和８年５月号

　

た
ば
こ
は
や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い

も
の
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か

た
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
５
３
０
０
種
類
の
化

学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
代
表
的
な

有
害
成
分
の
一
つ
と
し
て
ニ
コ
チ
ン
が
あ

り
、
強
い
依
存
性
を
持
つ
成
分

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
や
め
た

く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
状
態
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
が
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
の
は

「
意
志
が
弱
い
か
ら
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い

る
か
た
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
禁
煙

で
き
な
い
の
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う
病

気
の
た
め
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
る

と
、
ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
や
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
た
ば
こ
を
吸
う
と
脳
波
が
一
時
的
に
正
常

に
戻
る
だ
け
で
な
く
、
快
感
物
質
（
ド
ー
パ
ミ

ン
）も
放
出
さ
れ
る
た
め
、「
た
ば
こ
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
」
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り
や
す
い
の
は
、

た
ば
こ
の
煙
を
吸
い
込
ん
だ
途
端
に
ニ
コ
チ

ン
が
肺
か
ら
急
速
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
も
関

係
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
か
ら
約

７
秒
で
ニ
コ
チ
ン
が
作
用
し
、
イ
ラ
イ
ラ
解

消
が
実
感
さ
れ
る
た
め
、
脳
で
喫
煙
が
良
い

１
．
ま
ず
は
医
師
に
相
談

　
「
禁
煙
は
つ
ら
く
て
苦
し
い
も
の
」と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
師

と
一
緒
に
取
り
組
め
ば
、
安
心
し
て
、
よ
り

確
実
に
、
あ
ま
り
お
金
を
か
け
ず
に
禁
煙
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
禁

煙
治
療
で
は
、
飲
み
薬
や

貼
り
薬
を
使
っ
て
離
脱
症

状
を
和
ら
げ
た
り
、
医
師

や
看
護
師
が
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
ま
す
。

２
．
禁
煙
は
自
分
だ
け
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　

家
族
の
健
康
を
守
る

　

禁
煙
を
す
る
こ
と
で
、
顔
色
や
胃
の
調
子

が
良
く
な
る
、
目
覚
め
が
さ
わ
や
か
に
な
る

な
ど
日
常
生
活
で
実
感
で
き
る
、
い
ろ
い
ろ

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
族
や
周

囲
の
人
が
受
動
喫
煙
を
受
け
る
リ
ス
ク
を
大

き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
禁
煙
に
遅
す
ぎ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
や
家
族
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
、
禁
煙
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■ 

禁
煙
が
難
し
い
の
は

　

体
も
心
も
依
存
し
て
い
る
か
ら

■ 

ニ
コ
チ
ン
は
麻
薬
と
同
じ

　
　
　

く
ら
い
強
い
依
存
性
が
あ
る

■ 

禁
煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

た
ば
こ
は
な
ぜ

　
　
　  

や
め
ら
れ
な
い
の
？

毎
年
５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」、
５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
「
禁
煙
週
間
」

も
の
だ
と
認
識
さ
れ
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
が
強

化
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
ニ
コ
チ
ン
の
影
響

は
な
く
な
る
の
も
早
く
、
イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト

レ
ス
が
再
び
現
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
ニ
コ

チ
ン
切
れ
」
と
い
う
離
脱
症
状
（
禁
断
症
状
）

で
す
（
左
図
①
参
照
）。　
　

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
は
、
麻
薬
と
同
じ
く
ら

い
抜
け
出
す
の
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

図①　出典：日本医師会「禁煙は愛」

今月は
瀧澤 友佳

保健師
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弥
彦
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出
雲
崎
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阿
賀
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加
茂
市

魚
沼
市

妙
高
市

新
発
田
市

柏
崎
市

湯
沢
町

田
上
町

上
越
市

三
条
市

燕
市
小
千
谷
市

新
潟
市

胎
内
市

南
魚
沼
市

五
泉
市

糸
魚
川
市

聖
籠
町

長
岡
市

見
附
市

阿
賀
町

佐
渡
市

津
南
町

刈
羽
村

村
上
市

十
日
町
市

関
川
村

本
令和６年度 ３歳児の一人平均むし歯数

（市町村別）

（資料：新潟県歯科疾患の現状と歯科保健対策）

　

町
の
デ
ー
タ
は
母
数
が
少
な
い
た
め
、
年

度
に
よ
り
数
値
に
変
動
が
あ
り
、
単
純
に
は

比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
３
歳
児
の
一
人
平
均

む
し
歯
本
数
は
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と

徐
々
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
令
和
６
年
度
で
は
一
人
平
均
む
し
歯
数

が
0.21
本
と
な
り
、
県
平
均
よ
り
多
く
、
令
和

５
年
度
の
0.05
本
よ
り
も
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
南
町
で
は
、
左
記
の
と
お
り
歯
科
健

（
検
）
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
歯
周
病
検
診
》

　

対
象
者
…
20
歳
、
30
歳
、
40
歳
、

　
　
　
　
　

50
歳
、
60
歳
、
70
歳

　
（
令
和
９
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

　

※
個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

《
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
》

　

対
象
者
…
76
歳
、
80
歳

　
（
令
和
９
年
３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

　

※
個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

《
町
内
の
歯
科
医
院
》

・
津
南
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
村
山
歯
科
医
院

・
ナ
カ
ジ
マ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

　

歯
み
が
き
が
未
熟
な
お

子
さ
ん
に
代
わ
っ
て
仕
上

げ
み
が
き
を
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。

　

お
や
つ
は
時
間
と
回
数
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
砂
糖
の
多
い
ク
ッ
キ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ア
メ
、
グ
ミ
、
菓
子
パ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
は
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
食
品
な
の
で
、

と
り
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

町
の
乳
幼
児
健
診
や
保
育
園
の
歯
科
健

診
等
で
お
子
さ
ん
の
歯
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
む
し
歯
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
へ
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
町
村
別
で
比
較
す
る
と
、
津
南

町
の
一
人
平
均
む
し
歯
本
数
は
、
新
潟
県
の

中
で
も
多
い
位
置
に
い
ま
す
。

　

む
し
歯
の
状
況
を
み
る
と
、
町
は
、
む
し

歯
の
な
い
子
と
あ
る
子
の
差
が
大
き
く
、「
１

人
で
何
本
も
む
し
歯
を
持
っ
て
い
る
」
の
が

現
状
で
す
。

　

乳
幼
児
期
は
仕
上
げ
み
が
き
を
嫌
が
る
、

甘
い
お
や
つ
を
好
む
な
ど
む
し
歯
に
な
り
や

す
く
な
る
時
期
で
す
。
そ
の
た
め
、
ご
家
庭

で
の
む
し
歯
予
防
が
と
て
も
重
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

 

津
南
町
の
む
し
歯
の
状
況

　

 

大
人
も
定
期
的
な
「
歯
科
健
診
」

　

 

で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　

 

乳
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
る
ポ
イ
ン
ト

①
歯
み
が
き
や
仕
上
げ
み
が
き
の
習
慣
化

①
歯
み
が
き
や
仕
上
げ
み
が
き
の
習
慣
化

②
お
や
つ
の
糖
分
や
回
数
に
注
意

②
お
や
つ
の
糖
分
や
回
数
に
注
意

③
定
期
的
な
歯
科
健
診

③
定
期
的
な
歯
科
健
診

乳
幼
児
期
か
ら
む
し
歯
を
予
防
し
よ
う

６
月
４
日
～
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

（資料：新潟県歯科疾患の現状と歯科保健対策）
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ま
た
、
む
し
歯
に
な
る
前
か
ら
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
を
決
め
て
、
定
期
的
な
歯
科

健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
む
し

歯
の
有
無
だ
け
で
な
く
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
か
ら
歯
み
が
き
の
仕
方
や
食
事
指
導
な

ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
身
近
に
い
る
保

護
者
な
ど
も
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、

む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
部
位

★ 

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

★ 

歯
と
歯
の
間

★ 

か
む
面
の
み
ぞ

甘いものは
むし歯のエサ!

ブクブクうがいで
お口の中を
きれいに！

「よくかむ」と
だ液が出て

むし歯予防に！

今月は
桑原 世奈

栄養士
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内山 丈寛

　

ご
め
ん
く
だ
さ
い
。今
回
は
い
く
つ
か
の

こ
と
を
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の

配
達
で
は
、各
戸
を
訪
ね
て
お
弁
当
を
手

渡
し
ま
す
。間
に
交
わ
す
会
話
は
数
秒
か

ら
20
分
く
ら
い
。短
い
時
間
で
も
そ
こ
で
は

人
と
出
会
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。小
さ
な

交
流
が
あ
り
、そ
の
か
た
の
様
子
が
記
憶
に

残
り
ま
す
。

　

人
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
も
も
っ
と
し

た
い
と
思
い
つ
つ
手
が
届
き
ま
せ
ん
。そ
の

か
た
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
来
ら
れ
た
か
、

今
ど
の
よ
う
に
居
ら
れ
る
の
か
、「
歴
史
」に

は
残
ら
な
い
だ
ろ
う
こ
と
に
私
た
ち
の
今

と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
ま
す
。

　
〈
あ
そ
び
〉と
い
う
、数
十
年
前
の
子
ど
も

の
遊
び
を
発
掘
し
て
自
分
た
ち
で
体
験
す

る
活
動
に
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
。初
め
て
参

加
し
た
時
の〝
た
け
な
ん
ご
〟に
は
、身
体
操

作
や
反
射
神
経
、言
葉
や
リ
ズ
ム
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
い
て
、こ
ん
な
遊
び
を
し
て
た

ら
い
ろ
ん
な
能
力
が
養
わ
れ
る
！
と
驚
き

が
あ
り
ま
し
た
。い
く
つ
も
の
遊
び
で「
体

験
」が
豊
か
に
な
り
そ
う
で
す
。と
て
も
す

て
き
な
活
動
に
思
い
ま
す
。

　

民
俗
資
料
館
に
入
る
と
、物
と
し
て
の
生

活
の
記
録
、記
憶
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。使
っ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

て
い
る
光
景
や
風
景
を
知
ら
な
い
私
に
は
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
が
想
像
も
で

き
ず
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、年
配
の
か
た
や
今

も
使
う
か
た
と
行
く
と
様
々
な
事
を
知
り

学
び
ま
す
。A
R
で
残
せ
な
い
も
の
か
と
も
。

　

他
の
か
た
と
協
力
し
て
、「
む
す
ひ
塾
」や

「
火
お
こ
し
」を
始
め
ま
し
た
。わ
た
し
た

ち
が
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、ほ
し

い
未
来
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
、学
び
合
え

る
、先
へ
の
共
通
言
語
を
持
て
る
よ
う
な
場

が
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
『〈
わ
た
し
〉か
ら
は
じ
め
る
地
方
論
―

―
縮
小
し
て
も
豊
か
な「
自
律
対
話
型
社

会
」へ
向
け
て
』な
ど
参
考
書
が
い
く
つ
か
あ

る
一
方
で
、『
孤
独
を
ほ
ぐ
す
』（
荻
上
チ
キ
）

に
目
が
向
き
ま
す
。

　

津
南
に
は
豊
か
と
い
え
る
た
く
さ
ん
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。ゆ
き
み
ず
だ
い
ち
を
初

め
と
し
た
自
然
、そ
の
恵
み
を
生
か
し
て
き

た
人
の
営
み
、知
識
や
技
術
や
記
憶
、農
作

物
や
有
形
無
形
の
文
化
、一
人
ひ
と
り
の
望

み
。近
く
に
遠
く
に
、そ
れ
ら
に
救
わ
れ
る

人
や
そ
れ
ら
を
楽
し
み
た
い
人
が
い
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
も
の
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
今

に
も
先
に
も
共
に
有
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。ご
一
緒
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、お

声
か
け
い
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

からのお便り

けい
ぎょう

■継業サポートセンター　津南町下船渡戊 445-3　まちなかオープンスペースだんだん内
　　　　　　　　　　　　継業エリアマネージャー　古池健二郎　℡ 070-9245-9754

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
継
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
古

池
で
す
。
先
日
、
津
南
町
で
「
事
業
承
継

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
町
内
の
金
融
機
関
や
商
工
団
体
、
行

政
な
ど
が
連
携
し
、 

地
域
の
仕
事
や
お
店

を
ど
う
次
に
つ
な
い
で
い
く
か
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
お
店
を
続
け
て
い
く
中
で
、

「
後
継
者
が
い
な
い
」
「
こ
の
先
ど
う
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩

み
を
抱
え
る
か
た
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
課
題
は
一
人
で
抱
え
込
む

も
の
で
は
な
く
、
周
り
と
一
緒
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
ま
だ
先
の
こ
と
」
「
何
も
決
め
て
い
な

い
」
そ
ん
な
段
階
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

後
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
選
択
肢
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
う
ち

に
話
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
で
き
る
準
備
が

あ
り
ま
す
。

　

毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
後
に
は
、
ま
ち
な

か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
だ
ん
だ
ん
」
で
相

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す

の
で
「
少
し
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う
段
階

で
も
大
丈
夫
で
す
。 

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
会
議
で
は
「
す
ぐ
に
後
継
者
を
探

す
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
少
し
気
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
か
た
と
も
、
早
い
段
階
か

ら
つ
な
が
っ
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

継
業
は
急
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い
く
も
の
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
今
す
ぐ
で
は
な
い
け

れ
ど
、
少
し
気
に
な
っ
て
い
る
」 

そ
ん
な

段
階
か
ら
の
相
談
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
金
融
機
関
や
商
工
団
体
な

■ 

継
業
は
「
一
人
で
考
え
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　

で
は
あ
り
ま
せ
ん

■ 

ま
ず
は
話
す
こ
と
か
ら

■
「
ま
だ
決
め
て
い
な
い
」
か
た
の

　
　
　
　
　

た
め
の
取
り
組
み
で
す

■ 
津
南
町
で
は

　
　
〝
つ
な
が
っ
て
支
え
る
〟

　
　
　
　
　
　

仕
組
み
が
あ
り
ま
す

ど
の
支
援
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、
後
継
者

探
し
や
引
き
継
ぎ
の
準
備
な
ど
を
支
え
て
い

ま
す
。
一
つ
の
相
談
に
対
し
て
複
数
の
立
場

か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、 

よ
り
現
実
的
な
選
択

肢
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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※変更となる可能性があります。
【大人の本】
●『アズキの起源』………………………………………………… 東京書籍
●『どうせ死ぬなら北極で』… …………………………… 小学館
●『糖尿病から目を守る』… ………… 時事通信出版局
●『14歳から考えたい人権』… …………………… すばる舎
●『君の不在の夜を歩く』… ……………………………… 窪

くぼ

 美
み

澄
すみ

●『明鏡』… ……………………………………………………………………… 今
こん

野
の

 敏
びん

●『ハングマン鵜
う

匠
しょう

殺し』… ………………………… 中
なか

山
やま

 七
しち

里
り

●『熟
じゅく

柿
し

』… ………………………………………………………………… 佐
さ

藤
とう

 正
しょう

午
ご

【子どもの本】 
●『アニメコミックおしりたんてい20』
	 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『たらこ、なんの魚のたまごかな？』… … 汐文社
●『あの子は一番』…………………………………………… 福音館書店
●『新ざんねんないきもの事典』………………… 高橋書店
●『フラフープ！』…………………………………………… かねこ まき
●『ねずみくんの花ことば』… …………… なかえ よしを
●『ようかいむらのアイスクリームやさん』
	 …………………………………………………………………… たかい よしかず

・
・
・
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

 

よ
く
あ
る
質
問
・
・
・

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
本
を
、県
内

の
ほ
か
の
公
立
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

て
貸
し
出
す「
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
」に

つ
い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
や
り
方
は
？

　

図
書
室
に
置
い
て
あ
る「
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
」に
記
入
し
、窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
に
料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

　

無
料
で
利
用
可
能
で
す
。

　

本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
で
本
が
届
き
ま
す
か
？

　

依
頼
先
の
図
書
館
側
の
事
情
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。早
け
れ
ば
数
日
以

内
に
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、貸

出
中
や
人
気
の
本
な
ど
の
場
合
に
は

半
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

貸
出
期
間
は
？

　

約
３
週
間
で
す
。た
だ
し
、依
頼
先
の

図
書
館
へ
の
返
却
日
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、受
け
取
り
に
来
る
の
が
遅

れ
た
場
合
は
、そ
の
分
貸
出
期
間
が

短
く
な
り
ま
す
。期
間
の
延
長
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
図
書
室
の
本
を
６
冊
借
り
て

い
て
も
利
用
可
能
で
す
か
？

　

可
能
で
す
。本
の
届
く
日
に
ち
や
返

却
期
限
を
調
整
で
き
な
い
の
で
、通

常
の
冊
数
に
含
ま
ず
に
貸
し
出
し
し

ま
す
。

・・図
書
室
か
ら
の

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
際
の
お
願
い・・

　

相
互
貸
借
で
他
の
図
書
館
か
ら
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
本
は
、発
売
後
か
ら

半
年
経
た
な
い
と
お
取
り
寄
せ
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
半
年
経
っ
て
も
元
の
図
書

館
の
予
約
が
優
先
に
な
り
ま
す
の
で
、

何
か
月
も
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、お
取

り
寄
せ
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、他
館
で
人
気
の
本
は
購
入
を

検
討
し
ま
す
が
、お
取
り
寄
せ
で
き
な

い
本
を
全
て
購
入
す
る
こ
と
は
、予
算

の
都
合
上
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
は
、略

称
で
は
な
く
正
式
な
書
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、出
版
社
、筆
者
な
ど
が
分
か

る
範
囲
で
記
入
箇
所
を
埋
め
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。そ
う
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、ご
希
望
に
沿
わ
な
い
本
を
誤
っ
て

取
り
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
も
最
低
限
お
調
べ
を
し
て
お
取

り
寄
せ
を
し
ま
す
が
、万
が
一
誤
っ
て

い
た
場
合
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
に
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
子
ど
も
の
読
書
週
間

　

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
・
・

　

４
月
23
日
の「
子
ど
も
読
書
の
日
」か

ら
２
週
間
が「
子
ど
も
の
読
書
週
間
」で

す
。こ
の
期
間
内
の
４
月
26
日
に「
公
民

館
図
書
室
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
」を

実
施
し
ま
し
た
。お
は
な
し
お
か
あ
さ

ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
他
、バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

本
好
き
な
か
た
た
ち

の
オ
ス
ス
メ
本
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
が

読
み
聞
か
せ
に
食
い

入
る
よ
う
に
聞
い

た
り
し
て
、ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

■
休
館
日　

５
月
25
日
㈪
、６
月
29
日
㈪

PRIZE −プライズ−

　「どうしても、直木賞が欲しい。」
　2026 年本屋大賞受賞！作家界隈激震の “ 作
家 ” 小説。天

あ

羽
もう

カインは本を出せば、ベストセ
ラーや本屋大賞になるような人気作家。しかし、
いまだに直木賞には届かない。才能か、執念か、
それとも狂気か？創作の光と闇をえぐる、渾身
の衝撃作。

村山　由佳

ＱＱ

ＱＱ

AA

AA

A Ｑ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−

５月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

八は
ち

人に
ん

の
児じ

童ど
う

が
走は
し

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

夏な
つ

の
始は
じ

ま
り
風か
ぜ

は
緑み
ど
り

で	

板
場
麻
実

ム
ー
ミ
ン
た
ち
の
言こ
と

葉ば

に
深ふ
か

く
頷う
な
ず

き
ぬ

作さ
く

者し
ゃ

ト
ー
ベ
の
優や
さ

し
さ
強つ
よ

さ

	

（
ト
ー
ベ
と
ム
ー
ミ
ン
展
二
時
間
）　

江
村
美
智
代

粽ち
ま
き

作づ
く

り
義は

母は

と
義そ

ぼ
祖
母
と
結む
す

び
方か
た

別べ
つ

今い
ま

も
忘わ
す

れ
ず
五ご

月が
つ

の
節せ
っ

句く	
小
島
香
代
子

連れ
ん

日じ
つ

の
世せ

界か
い

陸り
く

上じ
ょ
う

熱ね
っ

気き

を
帯お

び

テ
レ
ビ
の
前ま
え

で
吾あ

子こ

も
ス
タ
ー
ト

	

（
2
0
2
5
世
界
陸
上
大
晴
四
歳
）　

江
村
大
輔

課か

題だ
い

曲き
ょ
く

の
難な
ん

度ど

の
高た
か

さ
に
戸と

惑ま
ど

う
も

発は
っ

表ぴ
ょ
う

終お
わ

わ
れ
ば
口く
ち

遊ず
さ

む
歌う
た

に	

津
端
恵
子

田た

起お

こ
し
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
後あ
と

を
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
と

二に

羽わ

の
カ
ラ
ス
が
従つ

い
て
ゆ
き
た
り

	

貝
澤
圭
子

　
　
　
　
　
　

早そ
う

春し
ゅ
ん

の
畑は
た

に
芽め

を
出だ

す
草く
さ

引ひ

き
ぬ

地ち

に
張は

り
し
根ね

の
深ふ
か

き
に
驚お
ど
ろ

く	

恩
田
久
美
子

「
た
だ
い
ま
」
と
聞き

こ
え
る
よ
う
に
声こ
え

を
出だ

す

応こ
た

え
な
き
日ひ

日び

少す
こ

し
慣な

れ
た
り

	

（
義
母
亡
く
な
り
て
一
年
）　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

揚あ
げ

雲ひ

雀ば
り

学が
っ

校こ
う

が
見み

え
寺て
ら

が
見み

え

オ
ル
ガ
ン
に
合あ

は
す
合が
っ

唱し
ょ
う

芽め

吹ぶ
き

ど
き

	

光　

雄

春は
る

雨さ
め

や
歩あ
る

け
ば
気き

づ
く
ほ
ど
の
音お
と

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

を
祝い
わ

ふ
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う

長の
ど

閑か

な
り

	

壽　

子

飛と

ぶ
鴉か
ら
す

大お
お

き
く
見み

ゆ
る
雪ゆ
き

解げ

風か
ぜ

神か
ん

名な

備び

に
声こ
え

を
お
と
し
て
春は
る

の
鳶と
び

	

房　

良

東こ

風ち

吹ふ

く
や
軒の
き

の
小こ

鳥と
り

の
柔や
わ

毛げ

に
も

墓は
か

ま
で
の
一い
っ

直ち
ょ
く

線せ
ん

や
凍し
み

渡わ
た
り

	

緑　

猫ね
こ

ゴ
ロ
ゴ
ロ
喉の
ど

を
鳴な

ら
し
て
春は
る

の
夢ゆ
め

老ろ
う

夫ふ
う

婦ふ

湯ゆ

呑の
み

二ふ
た

つ
や
春は
る

の
雨あ
め

	

守　

人

萩は
ぎ

焼や
き

の
歪い
び
つ

な
湯ゆ

吞の

み
亡な

き
夫つ
ま

の

手て

作づ
く

り
の
品し
な

た
だ
ひ
と
つ
あ
り	

小
野
寺
恒
代

夕ゆ
う

暮ぐ

れ
を
し
と
し
と
と
降ふ

る
五さ

月み

雨だ
れ

に

土つ
ち

の
匂に
お

い
が
か
す
か
に
在あ

り
て	

高
橋
春
枝

　
一い
ち

面め
ん

に
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
咲さ

く
埼さ
い

玉た
ま

の

写し
ゃ

真し
ん

届と
ど

き
し
愛あ
い

犬け
ん

と
と
も
に

	

（
次
女
の
愛
犬
モ
ナ
）　

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

仲な
か

良よ

し
の
仏ほ
と
け

の
出し
ゅ
っ

棺か
ん

見み

送お
く

り
て

曇く
も

り
空ぞ
ら

見み

つ
草く
さ

取と

り
始は
じ

め
る	

中
村
武
子

亡な

き
母は
は

の
部へ

屋や

の
軒の
き

端ば

の
福ふ
く

寿じ
ゅ

草そ
う

種た

子ね

が
ほ
ぐ
れ
て
庭に
わ

に
ひ
ろ
が
る	

島
田
眞
之
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4
月
19
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会
、
栄

村
下し

も

教
育
長
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
た
に
７
名
が
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
に
認

定
さ
れ
、
総
勢
1
1
9
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
大

地
の
芸
術
祭
と
の
連
携
や
様
々
な
企
画
で
の

ガ
イ
ド
な
ど
、
活
躍
の
場
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
多

く
の
か

た
が
た

に
伝
え

て
い
た

だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
式

ガ
イ
ド
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
、温
泉
だ
け
で
の
ご

利
用
は
も
ち
ろ
ん
、水
着
を
着
用
し
て
入
る

サ
ウ
ナ
や
各
浴
槽
、温
泉
プ
ー
ル
に
加
え
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど

様
々
な
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。ま
た

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
や
各
教
室
を
開
催
し
、

皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
40
周
年
記
念
事
業
も
企
画
中
で
す
。

ぜ
ひ
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

毎
週
月
曜
日　

午
後
１
時
15
分
～
２
時

　

水
の
中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
ト
レ
を
行
い

ま
す
。
初
心
者
の
か
た
や
水
に
慣
れ
て
い
な
い

か
た
に
も
お
勧
め
で
き
る
教
室
で
す
。

・
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
1
時
15
分
～
２
時

・
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
４
時
～
５
時

　

姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
力
に
必
要
な
筋
肉
を
鍛

え
ま
す
。
骨
盤
廻
り
の
筋
肉
を
動
か
し
、
体

幹
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
量
を

上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

・
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
２
時
15
分
～
３
時

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

　

筋
肉
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
体
を
し
な
や
か
に

し
ま
す
。タ
オ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
足
踏
み
美
人
（
あ
し
ぶ
み
ビ
ー
ト
）

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
５
時
50
分
～
６
時
20
分

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
足
踏
み
を
行
う
軽
め
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

同
日
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
し
て
大
切
な
四
つ
の
こ

と
」
と
題
し
、
日
本
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

の
福ふ

く

島し
ま

大だ
い

輔す
け

氏
を
講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
の
中
で
の
筋
ト
レ
に
加
え
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
動
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
す
。

・
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
1
時
15
分
～
２
時

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
７
時
～
７
時
45
分

　

水
の
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
膝
の
曲
げ
伸
ば

し
や
腕
の
開
閉
、
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
動
き
を
行
い
、

指
先
に
い
た
る
ま
で
全
身
の
運
動
が
で
き
ま
す
。

※
祝
日
は
休
講
、
昼
開
催
の
教
室
は
プ
ー
ル

全
面
貸
切
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
月
曜
日
の
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
祝
日

も
開
催
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

温
泉
プ
ー
ル
を
使
っ
た
教
室
紹
介

フ
ロ
ア
で
の
教
室
紹
介

合格者で記念撮影

オンライン研修の様子

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
で
は
あ
り
が
ち
な
、

専
門
用
語
や
難
し
い
言
葉
を
使
わ
な
い
こ
と

な
ど
、
ど
う
し
た
ら
相
手
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
ら
れ
る
か
を
「
Tト
ー

レ

O
R
E
理
論
」
に
基

づ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
よ
り
良
い
ガ
イ
ド
を
提
供
で
き

る
よ
う
今
回
の
研
修
を
活
か
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力



22令和８年５月号

〇春・夏季企画展
　「谷口シロウが描く宇宙 記憶の穴を掘り、光の匂いを探す。」
　会　期：4月25日㈯～8月23日㈰
　入場料：無料
　谷口シロウによる、縄文からインスパイアされた絵画

作品を展示します。

〇「ちまきづくりと身近な薬草」 体験
　日　時：6月13日㈯　9：00～12：00
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学5年生～大人
　もち米を笹の葉で三角に包み縛ります。茹で上がるまでの時間は、

自然観察に出かけましょう。

〇ホタル観察会
　日　時：6月20日㈯　19：30～21：00
　体験料：500円　※友の会会員は半額　　対　象：小学1年生～大人
　水がきれいなところにしか生息しないホタル。幻想的な夜を過ごしましょう。

〇「わらの縄ない」 体験
　日　時：6月27日㈯　13：30～15：30
　体験料：700円　※友の会会員は半額　　対　象：10才～大人
　わら細工の基本、「縄」づくりを学びます。

〇日本遺産カードの配布について
　日本遺産『「なんだ、コレは！」信濃川流域の火焔型土器と雪国の文化』の構成文化財

の魅力を紹介するカードを配布しています。

　津南町で配布しているカードは 5枚で、指定された文化財の写真を撮って配布場所で

提示するとカードが貰えます。

　「道尻手遺跡出土品」……………… 撮影場所：なじょもん、配布場所：なじょもん

　「沖ノ原遺跡」……………………… 撮影場所：沖ノ原遺跡、配布場所：松屋

　「河岸段丘（川の展望台から）」…… 撮影場所：川の展望台、配布場所：津南観光物産館

　「龍ヶ窪」…………………………… 撮影場所：龍ヶ窪、配布場所：好月

　「秋山郷（雪の前倉橋）」…………… 撮影場所：前倉橋、配布場所：生蜂園

ちまきづくり

わらの縄ない

ホタル観察会

展示の様子

６月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 10：00～11：00 苔玉づくり 700 低学年以上

7日㈰
10：00～12：00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

10：00～12：00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

13日㈯ 9：00～12：00 ちまきづくりと身近な薬草 1,500 高学年以上

14日㈰ 10：00～15：30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

20日㈯ 19：30～21：00 ホタル観察会　※雨天中止 500 低学年以上

21日㈰ 10：00～11：30 そば打ち 1,500 中学年以上

27日㈯ 13：30～15：30 わらの縄ない 700 10才以上

28日㈰ 9：00～12：00 ひょうたんのマラカス 1,000 低学年以上

日本遺産カード
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この紙は
再生紙を
使っています

八重沢海
かい

斗
と

（亀岡）	 徹さん
	 翔子さん

酒井萌
も

々
も

香
か

（大割野）	 龍希さん
	 楓香さん

表
紙
の
写
真　

色
鮮
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
る
新
成

人
の
皆
さ
ん
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限
の
可
能
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が
広
が
る
未
来
が
待
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て
い
ま
す
。一
歩
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つ
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し
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な
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ら
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ら
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道
を
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ん
で
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だ
さ
い
。時
に
は
困
難
が
あ
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て
も
、全
て
の
経
験
が
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か
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糧
と
な
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ず
で
す
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を
恐
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ら
の
手
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輝
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し
い
明
日
を
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拓
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て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■人口8,133（−15）　男3,965（−３）　女4,168（−12）

■世帯数3,354（−２）　■転入／ 25　■転出／ 26　■出生／２　■死亡／ 16　■婚姻／０５月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

髙橋　眞男さん	 （96歳・辰ノ口）

風巻　幸代さん	 （100歳・大割野）

村山　カズさん	 （94歳・十二ノ木）

磯部　定和さん	 （77歳・割野）

大口　辰平さん	 （98歳・陣場下）

村山　嘉男さん	 （86歳・押付）

福原　幸子さん	 （70歳・外丸）

小島　重子さん	 （87歳・芦ケ崎）

恩田　久吉さん	 （99歳・鹿渡）

江口　榮正さん	 （80歳・十二ノ木）

小林　幸男さん	 （95歳・芦ケ崎）

櫻井　ヨリさん	 （88歳・みさと苑）

大口タマイさん	 （97歳・米原）

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　新緑かがやく今日この頃です。
　今回は、町民の皆さまに私の次期町長選への不出馬と任期満了での退任をお
伝えさせていただきます。
　平成30年7月に町長に就任してからの8年間は、新型コロナや、脱炭素、多様性
などへの対応が求められながら、少子高齢化から人口そのものの減少、デフレか
らインフレへと日本の社会経済情勢を表す言葉も変化してきています。そのな
かで、国政や県政においても揺れ動きや重要な判断がなされた、そのような時代
を町長として駆け抜けてまいりました。これまで何とか乗り越えてくることが
できたのは、私一人の力では到底無理なことであり、町民の皆さまをはじめ多く
のかたがたの支えがありました。このような経験ができる立場であることは、次
期選挙の候補者や、そのさらなる次の世代のかたがたにもぜひ知っていただき、
町の未来を背負い、紡いでいっていただきたいと強く願っております。
　直近では、町立病院、保育園、小学校、ニュー・グリーンピアなど各種町の財務
や事業に影響の大きな課題への取組みを進めてまいりました。これらは方針を
決めれば終わるものではなく、関係機関との協議、町議会への説明、町民の皆さ
まへの丁寧な情報提供、財政面での精査、契約や条例、予算に関わる事務手続き
など、非常に細かな調整を積み重ねていく必要があります。
　特に、町立病院改革については、医療提供体制のあり方、職員体制、財政負担、
町民の皆さまの安心に直結する課題であり、慎重な判断と継続的な説明が求め
られます。　
　統合保育園の整備についても、保護者のかたがたへの説明、現場職員との調
整、施設整備に関する手続きなど実務面で多くの確認事項があります。
　ニュー・グリーンピア施設の譲渡についても、相手がたとの協議、契約条件の
整理、町有財産としての適正な手続き、将来の地域への影響など、最終日まで責
任をもって対応しなければならない案件です。
　現在、こうした町政上の重要課題が集中している時期に、町長としての公務
と選挙準備を並行することは、体力面だけでなく、時間配分や役場の体制面か
らも極めて困難であると判断しました。そのため、しっかりと次の体制へバト
ンを渡す準備も含め、7月8日の任期満了まで町長の職務に専念することを決
断しました。これまで町政に携わるなかで得た経験や皆さまと向き合ってきた
時間は、私にとって大きな財産です。在任中は至らぬ点も多々ございましたが、
町長をお任せくださった町民の皆さまに心からの感謝を申し上げます。本当に
ありがとうござました。

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠
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津南町に関する防災・気象情報のほか、生活情報
などをメールにて配信しています！

■登録方法
2次元コードを読み込むか下記の登録用メールアド
レスへ空メールを送信して手続きを進めてください。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@info.cous.jp

［登録用メールアドレス］tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について

防災メールの配信者表記は「おしらせ つなん」となります。

津南町防災メール
（おしらせつなん）を登録しよう!

2次元コード
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